
５ 工事基準点の設置
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５ 工事基準点の設置

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ

従来型ＵＡＶによる出来形管理で利用するTSを確認して、工事基準点等を配置する。
・検証点は、既設の基準点や工事基準点を用いることができます。

・検証点は、標定点と兼ねることはできません。

出来形計測以外（起工、岩線、部分払）はＧＮＳＳローバーで標定点、検証点の設置が可能。
・ＧＮＳＳローバーの精度確認試験が必要。
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５ 工事基準点の設置

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ

ＴＬＳによる出来形管理で利用するＴＳを確認して、工事基準点等を配置する。

・ＬＳ本体にＴＳと同様にターゲット計測による後方交会法（P41参照）による位置決め機能を有している場合は、標定点を
設置せず計測できます。この場合、ターゲットは基準点あるいは工事基準点上に設置します。

出来形計測以外（起工、岩線、部分払）はＧＮＳＳローバーで標定点の設置が可能。

・ＧＮＳＳローバーの精度確認試験が必要。
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５ 工事基準点の設置

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ
ＵＡＶレーザーによる出来形管理で利用するＴＳを確認して、工事基準点等を配置する。
・調整用基準点は、既設の基準点や工事基準点を用いることができます。
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５ 工事基準点の設置
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